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「
聞
に
依
止
し
て
、
初
め
に
、
こ
こ
に

(如
理
)
作
意
が
生
ず
る
。

 
作
意
か
ら
ま
た
真
実
義
を
境
と
す
る
智
が
生
ず
る
」

(1)

こ
の
文
は

「
大
乗
荘
厳
経
論
」
成
立
大
乗
品
第
十
六
偶

(梵
本
)
の
前

半
で
あ
る
。
第

一
行
の
最
後
の
文
字

図
。
は
釈
が
明
瞭
に
示
す
ご
と
く

(
2
)

y
o
n
i
c
a
s

の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
文
中
の
 
m
a
n
a
s
k
a
r
a
 

は
 
y
o
n
i
c
o
-

m
a
n
s
k
a
r
a
-如
意
作
意
-
で

あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
文
は
聞

・
如

理
作
意

・
真
実
智
と
唯
識
修
道
に
お
け
る
転
依

の
主
体
的
展
開
を
簡
明

に
表

わ
し
て
い
る
と
言
い
得
る
。

所
謂
聞

(
c
r
u
t
a
)
と

は
法
界
等
流

の
正
法
を
聞
く
こ
と
で
あ
り
、
聞
黒
習

(
c
r
u
t
a
-
v
a
s
a
n
a
)
で

あ
る
。

鍮
伽
唯
識
の
学
説
に
於
て
は
、
現
実
の
迷
の
世
界
は
す

べ
て
阿
頼
耶
識

を
根
底
と
し
て
の
み
存
在
す
る
。
す
べ
て
は
仮
説
(
p
r
a
j
n
a
p
t
i
)
で
あ

る
と
言
う
。
即
ち
悟
り
の
世
界
か
ら
反
省

せ
る
、
言
い
換
え
る
と
仏
の

後
得
智
に
よ
つ
て
知
ら
さ
れ
る
迷
の
世
界

の
相
に
外
な
ら
な
い
。
し
か

も
そ
れ
が
説
か
れ
る
の
は
、
そ
の
現
実

の
実
相
を
達
観
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、

悟
り
の
智
に
住
し
、

菩
薩
生
活

へ
の
転
依
を

な
す
た
め
で
あ

る
。
そ
こ
で
転
依

へ
の
第

一
要
素
は
迷
の
世
界
の
実
相
を
説
く
仏
所
説

の
正
法
を
聞
く
こ
と
で
あ
る
。
転
依

(
a
c
r
a
y
a
-
p
a
i
t
t
i
)
と

は
所

依
の
転
廻
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
而
し

て
そ
の
転
廻
さ
れ
る
所
依
と

は

一
切
雑
染
法
の
所
依
た
る
阿
頼
耶
識
で
あ
る
。
即
ち
迷
界
の
所
依
た

る
阿
頼
耶
識
を
対
治
し
、
阿
頼
耶
識
を
転
捨
し
て
無
分
別
智
を
得
る
こ

と
で
あ
る
。

つ
ま
り
聞
黒
習
の
種
子
は
阿
頼
耶
識
を
対
治
し

(
阿
頼
耶

(
3
)

識
を
転
捨
せ
ざ
る
限
り
阿
頼
耶
識
に
依
附
し
な
が
ら
)
、転
依
の
原
動
力

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
聞
黒
習
に
は
じ
ま
り
、
転
依
、
無
分
別
智

発
得
に
至
る
内
的
な
主
体
的
展
開
を
示
す

の
が
、
即
ち
先
の
偶
の
聞

・
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如

理
作

意

・
真

実

智

で
あ

る
。

吾

々
は

そ

の
展

開

と

、

聞

・
如

理

作

意

・
真

実

智

の
関

係

を

「
摂

大

乗

論

」

入

所

知

相

分

の
所

述

を

中

心

に
論

究

し

よ
う

と

思

う

の

で
あ

る

。

〔
註
〕

(1)
 
L
e
v
i
:
 
m
a
h
a
y
a
n
a
s
u
t
u
a
l
a
m
k
a
r
a
 
p
.
 
7

(
2
)
 
i
b
i
d
.
 
p
.
 
7
 
"
y
o
 
y
o
n
c
o
 
i
t
y
a
r
t
h
a
h
"

(
3
)
 
拙
稿

「
摂
大
乗
論

に
お
け
る
聞
薫
習
論
」
龍
大
論
集
三
三
九
号
七
八
頁

参
照

二

「摂
大
乗
論
」
入
所
知
相
分
は
初
め
に
、
如
何
な
る
人
が
所
知
相
に

悟
入
す

る
か

(
s
e
s
 
b
y
a
h
i
 
m
t
s
h
a
n
 
h
j
u
g
 
p
a
)

と
問
起

し
て
、
「
(
1
)
心
の
相
続
に
於
て
大
乗
の
法
を
多
く
聞
く
こ
と
に
よ

つ
て
修

習
し
、
(2
)
無量

の
仏
の
出
世
に
逢
事
す
る
こ
と
を
得
、
(3
)
一向

に
信
解
し
て
善
根
を
よ
く
積
集
す
る
が
故
に
、
四
福
智
二
聚
を
よ
く
積

集
す
る
諸
菩
薩
で
あ
る
。」
と
答
え
て
い
る
。
所
謂
所
知
相
と
は
「所
知
相

分
」
に
説
か
れ
た
三
性
(依
他
起
性

・
遍
計
所
執
性

・
円
成
実
性
)
で

あ

る
。
即
ち
所
知
相
に
悟
入
す
る
の
は
福
智
二
聚
積
集
せ
る
菩
薩
で
あ
る

が
、
世
親
釈
に
よ
れ
ば
そ
の
福
智
二
聚
の
積
集
が
如
何
に
し
て
な
さ
れ

る
か
を
説
明
す
る
の
が
前
の
(
1
)
(
2
)
(
3
)
で
あ
る
。
即
ち
(
1
)
大
乗
法
を
多
く

聞
き
修
習
す
る
こ
と
を
因
と
な
し
て

(
因
力
)
、
(
2
)
無
量
の
諸
仏
の
出
世

に
逢
事
す
る
こ
と

(善
友
力
)
を
縁
と
な
し
て
、
(
3
)
一
向
に
信
解
し
て

正
行
を
修
す
る

(
作
意
力
)
が
故

に
、
四
福

智
二
聚
を
積
集
す
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
最
後
に
世
親
は

「福
智
二
聚
を
積
集
す
る
は

(初
)
地

に
悟
入
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
釈
し
て
い
る
。
要
す
る
に
所
知
相
に
悟

入
す
る
の
は
初
地
悟
入
の
菩
薩
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
初
地
悟
入
の
因

縁
が
こ
の
因
力
、
善
友
力
、
作
意
力
で
あ
り
、
そ
の
因
は
厳
密
に
は
因

力
即
ち
大
乗
法
を
聞
く
-
聞

黒
習
-
こ

と
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
初
地

悟
入
は
仏
道
修
習
上
で
画
期
的
意
義
を
持

つ
、

「摂
大
乗
論
世
親
釈
」

に

「菩
薩
初
歓
喜
地
に
入
る
を
以

つ
て
転
依

の
時
」
と
言
う
如
く
、
前

節
で
略
述
し
た
如
き
意
味
に
於

て
転
依
は
究
寛
仏
果
位
に
入
る
こ
と
に

外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
楡
伽
学
派
に
於

て
初
地
悟
入
及
び
そ
れ
以

後
に
於
て
転
依
を
語
る
を
常
道
と
す
る
。
こ
れ
だ
け
の
文
に
よ

つ
て
も

聞
薫
習
-
転

依
の
関
係
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

「
入
所
知
相
分
」
は
更
に
引
き
つ
づ
い
て
「
何
処
に
悟
入
す
る
か

(
g
a
n

d
u
 
h
j
u
g
 
c
e
 
n
a
)
」
に

つ
い
て
、
「
見
を
具
し
て
法
と
義
と
し
て
顕
現
す

る
意
言
、
大
乗
法
所
生
の
そ
れ
に

(
悟
入
す
る
)
」
と
答
え
、
そ
れ
に
四

(1)

位
を
挙
げ
て
い
る
。
所
謂
四
位
と
は
勝
解
行
地

(
a
d
h
i
m
u
k
t
-

b
h
u
m
i
)
、
見
道

(
d
a
r
c
a
n
a
m
a
r
g
a
)
、

修
道

(
b
h
a
v
a
n
a
a
)
、

唯
識
修
道
に
於
け
る
意
言
と
無
分
別

智
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究
寛
道

(
n
i
s
t
h
a
m
a
r
g
a
)
で

あ

つ
て
、

一
切
法
唯
識
な
り
と
随
聞
信

解
す
る
が

故
に
勝
解
行
地
、

如
理
に
通
達
す
る
が

故
に
見
道
、

一
切

障
の
対
治
を
修
す
る
が
故
に
修
道
、
無
障
凝
な
る
が
故
に
究
寛
道
と
説

(2)

明
せ
ら
れ
る
。
こ
の
四
位
は

「果
断
分
第
十
」
の
は
じ
め
に
六
種
転
依

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
の
内
最
後
の
下
劣
転
と
広
大
転
の
二
つ
を
除

く

(
こ
の
二
は
分
類
の
基
準
が
他
と
は
異

つ
て
、夫

々
大
乗
、
小
乗
の
転

依
を
意
味
す
る
)
他
の
四
種
転
依
即
ち
損
力
益
能
転
、
通
達
転
、
修
習

転
、
果
円
満
転
に
次
第
の
如
く
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第

一
の

損
力
益
能
転
は

「信
解
力
に
よ
る
聞
黒
習
の
所
依
と
、
差
恥
を
具
す
る

も
の
に
と

つ
て
は
煩
悩
が
少
し
ば
か
り
現
行
す
る
か
、
或
は
現
行
し
な

い
か

で
あ
る

か
ら
で
あ
る
」
と

釈
さ
れ
て
い
る
。

四
位
は
さ
て
お
い

て
、
「見
を
具
す
る
法
と
義
と
し
て
顕
現
す
る
意
言
と
は
」
如
何
な
る
意

味
な

の
か
。

「意
言
」

の
原
語
 
m
a
n
o
-
j
a
l
p
a
 

は
辞
書
に
よ
れ
ば
、

犀
冒
鼻
舘
ぎ

i
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
 

等

の
意
味
で
あ
つ
て
、言
う
な
ら
ば
ま
だ
言
葉
と
し
て
表

現
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
言
葉
、
概
念
と
し
て
把
握
さ
れ
る
前
段
階
の

も
の
を
意
味
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。今
の
文
の
世
親
釈
に
「意
言
と

は
意

の
分
別
な
り
」
(
y
i
d
 
k
y
i
 
b
r
j
o
d
 
p
a
 
s
t
e
 
y
i
d
 
k
y
i
 
r
n
a
m
 
p
a
r

r
t
o
g
 
p
a
h
o
)
と

い
い
、
「意
地
尋
思
説
名
二
意
言
こ

と
玄
婁
は
漢
訳
し

て
い
る
。

「意
の
分
別
」
、

「意
地
尋
思
」
と
は
意
識
の
覚
観
思
惟
を
意

味
す
る
。

つ
ま
り

意
言
は
意
識
の
思
惟
と
し
て
働
く
も
の
で
あ
つ
て

も
、
ま
だ
概
念
と
し
て
把
握
さ
れ
ず
、
言
葉
に
言
い
表
わ
し
得
な
い
も

の
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「意
言
」
な
る
語
が
見
出
さ
れ
る
の

は
喩
伽
学
派
の
論
書
で
も
割
合
に
少
く
、
内
容
的
に
重
要
な
意
義
を
以

つ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
恐
ら
く

「大
乗
荘
厳
経
論
」
と

「摂
大
乗

論
」

の
二
論
書
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
意
言
は
よ
く

「意
言
分
別
」
と
言

わ
れ
る
が
、
m
a
n
o
j
a
l
p
a
 

に
対
し

「意
言
分
別
」
と
い
う
繹
語
が
与
え

ら
れ
る
の
は

「摂
大
乗
論
」
漢
四
訳
中
、
笈
多
訳
の
み
で
あ
つ
て
、
玄

幾
、
真
諦
は

「意
言
」、
扇
多
は

「意
語
処
」
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し

(
3
)

「大
乗
荘
厳
経
論
」
求
法
品
第
六
偶

(
梵
本
)
の
長
行
に

「意
言
と
は

分
別
な
り
」
と
あ
る
如
く
、
意
言
は

「
聞
黒
習
の
所
依
」
と
言
わ
れ
、

四
位
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
如
く
、
無
倒
で
は
あ
る
が
、
無
分
別
で
は
な

く
、
分
別
の
範
囲
に
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

「
入
所
知
相
分
」
に
「何
に
よ
つ
て
如
何

に
し
て
悟
入
す
る
か

(
g
a
n

g
i
s
 
j
i
 
s
k
a
d
 
h
j
u
g
 
c
e
 
n
a
)
」

と
尋
ね
て
、次

の
如
く
答
え
て
い
る
。

「
聞
黒
習
よ
り
生
じ
、
如
理
作
意
に
摂
せ
ら
れ
、
法
と
義
と
し
て

顕
現
す
る
見
を
具
す
る
意
言
と
、
四
尋
思
即
ち
名
と
義
と
自
性
と
差

別
に
仮
立
施
設
す
る
諸
尋
思
と
、
四
如
実
智
に
よ
つ
て
悟
入
す
る
の
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で
あ

つ
て
、
こ
れ
等
は
皆
不
可
得
の
故
で
あ
る
。
」

要
約
す
れ
ば
所
知
相
悟
入
は
意
言
と
、
四
尋
思
と
、
四
如
実
智
に
よ
る

と
言
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
引
き
つ
づ
い
て
そ
の
説
明
が
あ
り
、
最

後
に

「
四
尋
思
と
四
如
実
智
に
よ
つ
て
、
文
と
義
と
し
て
顕
現
す
る
意

(言
)
分
別
に
於
て
唯
識
性
に
悟
入
す
る
の
で
あ
る
」
と
結
ば
れ
て
い

る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
四
尋
思
も
四
如
実
智
も
、
意
言
の
内
容
と
し
て
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
四
尋
思
と
は
論
に
も
言
え
る
如
く
、
名

・

義

・
自

性

・
差
別
の
す
べ
て
が
仮
立

(
p
r
a
j
n
a
p
t
i
)
で

あ
る
と
尋
思
す

る
の
で
あ
つ
て
、
即
ち
そ
れ
は
法
界
等
流
の
正
法
を
聞
い
て
、
そ
れ
に

随
順
し

て
、
千
差
万
別
な
る
所
取
の
境
は
す
べ
て
自
心
の
所
変
で
、
因

縁
仮
有
な
る
も
の
で
あ
る
と
尋
思
す
る
の
で
あ
る
。
四
尋
思
に
よ
つ
て

一
切
の
外
境
は
仮
有
な
り
と

遣

つ
た
の
で
あ
る
が
、

更
に

そ
れ
が
無

所
有
不
可
得

(
a
n
u
p
a
l
a
m
b
h
a
)
で

あ
る
と

知
る
の
が
、

四
如
実
智

(
c
a
t
u
r
-
v
i
d
h
a
-
y
a
t
h
a
-
b
h
u
t
a
-
p
a
r
i
j
n
a
n
a
)
で

あ
る
。「
大
乗
荘
厳
経

(
4
)

論
」
功
徳
品
第
四
十
七
偶

(梵
本
)
長
行
に

「諸
法
に
つ
い
て
、
四
種

の
尋
思
が
あ
る
。
名
の
尋
思
、義
の
尋
思
、自
性
仮
説
の
尋
思
、
差
別
仮

説
の
尋
思
で
あ
る
。
此
の
中
名
の
義
に
対
す
る
客
性

(
a
g
a
n
t
u
k
a
t
v
a
)

な
る
の
尋
思
が
名
の
尋
思
で
あ
る
と
知
る
べ
く
、
義
の
名
に
於
け
る
客

性
の
尋
思
が
義
の
尋
思
で
あ
る
と
知
る
べ
し
、
そ
の
両
者
の
結
合
に
お

い
て
自
性
と
差
別
と
の
仮
説
の
中
、
仮
説
の
み
の
尋
思
で
あ
る
と
知
る

(
5
)

べ
き
で
あ
る
」
と
、
次
の
第
四
十
八
偶
に
於

て

「
そ
し
て

一
切
は
不
可

得
な
る
が
故
に
、
真
実
智
は
四
種
な
り
」
と
、

一
切
の
か
の
名
等
の
も

の
の
不
可
得
な
る
を
知
る
の
が
四
如
実
智
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。「
入

所
知
相
分
」
の
論
文
に
よ
れ
ば
名
・義
・自
性

・差
別
が
唯
仮
説
(
p
r
a
j
n
a

p
t
i
m
a
t
r
a
)
で

あ
る
と
如
実
に
知
る
こ
と
に
よ
つ
て
唯
識
性
に
悟
入
す

る
の
で
あ
り
、
唯
仮
説
を
知
る
こ
と
は
唯
意
言

(
m
a
n
o
j
a
t
r
a
)

な
る
を
観
察
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
し
、
唯
意
言

へ
の
悟
入
な
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
に
四
尋
思

・
四
如
実
智
に
よ

つ
て
示
さ
れ
る
意
言
は

「聞

薫
習
よ
り
生
じ
、
如
理
作
意
に
摂
せ
ら
れ
、
法
と
義
と
し
て
顕
現
す
る

(
6
)

見
を
具
す
る
」も
の
で
あ
る
と
言
う
。
聞
黒
習
と
は
「所
知
依
分
」
に
小
品

の
聞
黒
習
よ
り
中
品
の
聞
黒
習
生
じ
、
中
品
の
聞
黒
習
よ
り
大
品
の
聞

黒
習
生
ず
る
と
言
い
、
小
品
、
中
品
、
大
品
を
夫

々
聞
慧
(
c
r
u
t
a
i
-

p
r
a
j
n
a
)
、

田
心彗
心

(
c
i
n
t
a
m
a
y
i
p
r
a
j
n
a
)
、

修
彗
心

(
b
h
a
v
a
y
i

p
r
a
j
n
a
)
に

当
て
て
い
る
が
、

厳
密
に
語
意
か
ら
す
れ
ば

聞
黒
習
は

小
品
即
ち
聞
慧
に
当
り
、
如
理
作
意
が
思
慧
に
、
更
に
前
述
の
正
行
を

修
し
、
福
智
二
聚
の
積
集
が
修
慧
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
広

義
に
そ
れ
等
の
聞
慧

・
思
慧

・
修
慧
が
何
れ
も
、
小

・
中

・
大
品
と
し

唯
識
修
道
に
於
け
る
意
言
と
無
分
別
智
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て
聞
蕪
習
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。「何
処
に
悟
入
す
る
か
」
を
説
い
て

「意
言
に
悟
入
す
る
」
と
答
え
、
そ
れ
を
前
述

の
如
く
勝
解
行
地
等
の

四
位

に
分

つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
世
親
釈
に
四
位
悟
入
の
内
容
が
示

さ
れ

る
中
、
第

一
、
二
位
に
つ
い
て
は
、
二

切
法
は
唯
識
な
り
と
随
聞

し
、
信
解
を
起
し
て
勝
解
行
地
に
悟
入
し
、
意
言
に
如
理
に
通
達
し
て

見
道

に
悟
入
す
る
。
そ
れ
は
法
無
な
る
に
於

て
義
な
く
、
所
取
な
く
、

能
取
な
し
と
言
う
意
言
に
通
達
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
釈
し
て
い
る
こ

と
は
意
言
が
、

一
切
法
唯
識
な
り
と
の
正
法
を
随
聞
す
る
こ
と
か
ら
生

ず
る
こ
と
を
示
す
と
共

に
、
聞
薫
習
を
広
義
に
解
す
る
時

「
入
所
知
相

分
」
最
初
の

「聞
黒
習
の
所
依
は
意
言
の
種
子
な
り
」
と
言
わ
れ
る
意

味
も

理
解
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。

さ

て
こ
の
よ
う
な

意
言
が

「法
と
義
と
し
て

顕
現
す
る
見
を

具
す

る
」

と
は
如
何
な
る
意
味
か
、

意
言
は
意
識
の
覚
観
思
惟
で

あ
る
限

り
、
相
識
見
識
と
し
て
顕
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
識
と
見
識
と

し
て

顕
現
す
る
こ
と
な
く
し
て
思
惟
は
あ
り

得
な
い
。

か
く
顕
現
す

る
こ
と
が

思
惟
な
の
で
あ
る
。

そ
の
相
識
が
、

法
と
義
で
あ
る
。

法

(
d
h
a
r
m
a
)
と

義

(
a
r
t
h
a
)
と

は
、
大
乗
経
所
説

の

一
切
法
で
あ
る
。

こ
れ
を
所
取

(
相
識
)
と

し
・て
、
そ
れ
を
縁
ず
る
能
取

(
見
識
)
を
具

す
る
も
の
が
意
言
で
あ
る
か
ら
、
意
言
は
大
乗
法
所
生
で
、
大
乗
法
に

随

順

す

る

も

の
と

し

如

理

作

意

所
摂

の
思
惟

で
あ

る
。

そ

こ

で

「
如

理

作

意

所

摂

の
法

と

義

と

し

て

顕

現
す

る

見
を

具

す

る
意

言

」

と

言

わ

れ

る

の

で
あ

る

。

〔
註

〕
(1
)
 
ラ
モ
ー
ト
教
授
仏
訳

「
摂
大
乗
論
」

一
五
五
頁
参
照

(
2
)
 
佐々木
月
樵
本

「
摂
大
乗
論
」
九

五
、
九
六
頁
参
照

(
3
)
 
L
e
v
i
:
 
m
a
h
a
y
a
m
k
a
r
a
 
p
.
 
5
6
.
 
1
.
 
5

(
4
)
 
i
b
i
d
.
 
p
.
 
1
6
8

宇
井
伯
寿
博
士
著

「
大
乗
荘
厳

経
論
研
究
」
五

一
九
頁

参

照

(
5
)
 
i
b
i
d
.
 
p
.
 
1
6
8
-
9

同
書
五

一
九
-
二

〇
頁
参
照

(
6
)
 
拙
稿

「
摂
大
乗
論
に
お
け
る
聞
薫
習
論
」
龍
大
論
集
三
三
九
号
七
九
頁

参

照

三

「摂
大
乗
論
」
で
は
「
所
知
依
分
」、
「所
知
相
分
」
に
於
て
、
阿
頼
耶
識

と
三
性
説
と
の

一
論
の
教
学
的
根
底
に
な
る
理
論
を
説
述
し
な
が
ら
唯

識
説
を
述

べ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
唯
識
義
は
三
性
説
と
の
関
係
に
於
て

述
べ
ら
れ
、
結
論
的
に
は
唯
識
無
境
は
依
他
起
性
の
有

(
識
有
)
と
遍

(1)

計
所
執
性
の
無

(境
無
)
を
意
味
し
て
い
た
。
即
ち
そ
こ
で
は
わ
れ
わ

れ
の
世
界
の
具
体
的
存
在
は
因
で
あ
る

「
種
子
な
る
阿
頼
耶
識
」
か
ら

所
取
と
し
て
の

一
切
法
、
相
識
が
生
じ
、
相
識
を
所
縁
と
し
て
能
取
と
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し
て
の
見
識
が
所
取
と
し
て
の
相
識
を
取

つ
て
習
気
を
黒
発
し
、
阿
頼

耶
識
の
種
子
を
増
長
し
て
、
更
に
そ
れ
が
因
に
な
つ
て
所
取
能
取
と
し

て
顕
現
す
る
。
こ
の
様
な

一
環
の
相
互
因
果
関
係
が
無
始
以
来
闇
断
す

る
こ
と
な
く
展
転
し
て
い
る
。
こ
の
展
転
相
の
全
体
が
阿
頼
耶
識
縁
起

と
言
わ
れ
、
依
他
起
性
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
展
転
の
基
底
的
な
も
の

と
し
て
阿
頼
耶
識
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
そ
の
展
転
の
基
底
に
摂
し

て
言
え
ば
依
他
起
性
は
阿
頼
耶
識
と
な
り
、
そ
の
展
転
の
過
程
に
重
点

を
お
け
ば
虚
妄
分
別
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
於
て
考
え
ら
れ
て

来
た
依
他
起
性
、
阿
頼
耶
識
、
虚
妄
分
別
と
意
言
と
は
ど
の
よ
う
な
関

係
に
な
る
の
か
。

吾
々
は
い
よ
い
よ
こ
こ
で

「摂
大
乗
論
」
の
組
織
に
於
て
、
「入
所
知

相
分
」(
或
は
そ
れ
以
後
を
も
含
め
て
)
の
要
意
で
あ
り
、
結
論
と
も
言

え
る
「
入
所
知
相
分
」
冒
頭
の
文
の
意
味
を
考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
2
)

い
。
そ
の
文
と
は

「多
聞
に
よ

つ
て
黒
せ
ら
れ
る
も
の
の
所
依
は
阿
頼
耶
識
の
所
摂
に

非
ず

し
て
、
阿
頼
耶
識
の
如
く
如
理
作
意
に
摂
せ
ら
れ
る
、
法
と
義

と
し
て
顕
現
生
ず
る
、
そ
れ
を
所
取
の
事
と
す
る
見
を
具
す
る
意
言

の
種

子
で
あ
る
。」

で
あ
る
。
そ
の
中
は
じ
め
の

「
聞
黒
習
の
所
依
は
阿
頼
耶
識
の
所
摂
に

非
ず
し
て
、
阿
頼
耶
識
の
如
く
に
如
理
作
意
に
摂
せ
ら
れ
る
」
と
い
う

に
対
し
て
、
そ
の
世
親
釈
に

「阿
頼
耶
識
が
雑
染
の
諸
法

の
因
で
あ
る

如
く
に
、
そ
れ
と
同
様
に
此
は
清
浄
の
諸
法

の
因
で
あ
る
と
い
う
語
で

あ
る
。」
と
釈
し
て
い
る
。
無
性
は
更
に
詳
し
く

「阿
頼
耶
識
の
所
摂
に

あ
ら
ず
と
い
う
の
は
清
浄
法
界
等
流
な
る
と
、
こ
の

(
阿
頼
耶
識
)
対

治
な
る
の
故
に
こ
の

(
阿
頼
耶
識
)
の
自
性

で
は
な
い
。
阿
頼
耶
識
の

如
く
に
種
子
で
あ
る
と
い
う
の
は
阿
頼
耶
識
が
雑
染
の
諸
法

の
因
で
あ

る
が
如
く
に
こ
れ
は
又
清
浄
な
る
諸
法
の
因
な
の
で
あ

つ
て
、
因
の
性

の
磐
輸
と
し
て
の
み
比
せ
ら
れ
る
の
で
あ

つ
て
他
で
は
な
い
」
と
釈
し

て
い
る
。

こ
れ
等
の
釈
が
示
す
如
く
、
聞
重
川習
の
所
依
は
如
理
作
意
の

所
摂
で
あ
つ
て
、
清
浄
法

の
因
で
あ
り
意
言

の
種
子
で
あ
る
。
阿
頼
耶

識
が
諸
法
の
因
で
あ
る
事
は
直
前

に
述
べ
た
阿
頼
耶
識
を
基
底
と
し
て

わ
れ
わ
れ
の
具
体
的
存
在
の
世
界
が
展
開
し

て
ゆ
く
相
状
の
中
に
見
る

事
が
出
来
る
。
最
後
の

「法
と
義
の
顕
現
す

る
そ
れ
を
所
取
の
事
と
す

る
見
を
具
す
る
」
と
い
う
の
は
如
何
な
る
事
か
、
こ
れ
に
対
し
て
無
性

は

「法

(
d
h
a
r
m
a
)
と
は
経
等
で
あ
り
、

義

(
a
r
t
h
a
)
は

そ
れ
等
の

も
の

(
経
等
)
の

所
詮
の
無
我
等
で
あ
る
」
と
釈
し
て
い
る
よ
う
に
前

述
の
如
く
大
乗
教
と
そ
の
所
詮

の
理
で
あ
る
。
そ
れ
を
所
取
と
し
て
縁

ず
る
も
の
が
見
で
あ
る
。
法
と
義
と
の
顕
現
を
相
分
と
し
て
そ
れ
を
縁

唯
識
修
道
に
於

け
る
意
言
と
無
分
別
智
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ず
る
見
分
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
即
ち
見
を
具
す
る
と
言
わ

れ
る
。「意
言
は
意
識
で
あ
り
、
ま
た
見
を
具
し
て
所
取
と
能
取
の
事
を

安
立
す
る
の
で
あ
る
」
と
無
性
が
釈
し
て
い
る
如
く
、
意
言
は
意
識
の

思
惟

と
し
て
法
と
義
と
顕
現
し
そ
れ
を
相
分
と
す
る
見
分
と
し
て
は
た

ら
く
。

聞

の
黒
習
と
い
う
が
そ
の
聞
の
内
容
は
と
言
え
ば
勿
論
大
乗
十
二
分

教
の
教
で
あ
る
。
そ
れ
も

つ
き
つ
め
れ
ば
唯
識
の
教
を
聞
く
こ
と
か
ら

は
じ
ま
る
。
前
述
の
如
き
阿
頼
耶
識
を
基
底
と
し
て
の
展
転
相
と
し
て

所
謂
唯
識
義
と
し
て
考
え
ら
れ
る
雑
染
の
世
界
の
構
造
も
所
詮
は
そ
の

教
の
内
容
と
し
て
、
は
じ
め
て
知
り
得
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。「
入
所

知
相
分
」
に
四
尋
思
、
四
如
実
智
を
述
べ
る
に
つ
い
で
次
の
如
き
文
が

あ
る
。

『
斯
く
の
如
く
菩
薩
は
意
言
に
於
て
顕
現
す
る
義
の
相
に
悟
入
す
る

に
ょ
つ
て
、
遍
計
所
執
性
に
悟
入
す
る
の
で
あ
る
。
唯
識
性
に
悟
入

す
る
に
よ
つ
て
は
依
他
起
性
に
悟
入
す
る
の
で
あ
る
。
円
成
実
性
に

如
何
に
悟
入
す
る
か
と
な
ら
ば
、
唯
識
の
想
も
ま
た
離
れ
る
こ
と
に

よ

つ
て
悟
入
す
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
時
菩
薩
は
義
の
想
を
遣
る
。

そ

こ
に
於
て
は
意
言
な
る
聞
の
法

の
黒
習
の
種
子
で
あ
る
そ
れ
等
が

義
と
し
て
顕
現
す
る

一
切
が
生
ず
る
余
地
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

故
に
唯
識
と
し
て
の
顕
現
は
ま
た
生
じ
な
い
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
時

一
切
義
に
於
て
無
分
別
の
名
に
住
し
、
ま
た
法
界
に
直
接
に
相
応
し

て
住
し
、
そ
の
時
に
菩
薩
は
そ
の
所
縁
と
能
縁
と
平
等
な
る
に
よ

つ

て
、
平
等
の
無
分
別
智
生
ず
る
の
で
あ

つ
て
、
斯
く
の
如
く
な
ら
ば

菩
薩
は
こ
の
円
成
実
性
に
悟
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。」

こ
の
文
中
意
言
に
悟
入
す
る
に
よ

つ
て
遍
計
所
執
性
に
悟
入
す
る
と
言

う
は
、
意
言
に
於
て
義
が
唯
遍
計
で
あ
る
と
悟
入
す
る
か
ら
遍
計
所
執

性
に
悟
入
す
る
と
世
親
が
釈
す
る
如
く
、

こ
の
場
合
義

(
a
r
t
h
a
)
と

は

「
所
知
相
分
」
に
度

々
説
か
れ
る

「義
な
き
も
唯
識
の
み
が
義
と
し
て

顕
現
す
る
」
と
言
わ
れ
る
義
で
あ
り
、
桝無
に
し
て
虚
妄
な
る
義
」
に
他

な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
唯
識
の
み
に
し
て
義
は
無
に
し
て
虚
妄
、
唯

遍
計
で
あ
る
と
は
大
乗
法
特
に
唯
識

の
教

の
内
容
と
し
て
聞
か
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
聞
黒
習
の
所
依
が
意
言

の
種
子
で
あ
る
か
ら
、
意

言

へ
の
悟
入
に
よ

つ
て
遍
計
所
執
性

へ
悟

入
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
唯

識
性
に
よ

つ
て
依
他
起
性
に
悟
入
す
る
と
言
う
の
は
所
謂
唯
識
性
な
る

(
3
)

識
有
境
無
は
既
に
我
々
が
論
じ
た
如
く
識
有
は
依
他
起
性

の
有
を
意
味

し
、境
無
は
遍
計
所
執
性

の
無
を
内
容
と

し
て
い
る
。然
し
、
こ
の
結
論

は
依
他
起
性
が
識
-
主

観
に
、
遍
計
所
執
性
が
境
-
客

観

に
な
る
と
言

(
4
)

う
の
で
は
決
し
て
な
い
。「
摂
大
乗
論
」
で
は
依
他
起
性
と
遍
計
所
執
性
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の
関
係
が
常
に

「顕
現
」
と
い
う
語
に
よ
つ
て
整
理
さ
れ
る
。
「顕
現
せ

る
様
態

は
遍
計
所
執
性
で
あ
る
」
と
い
い
、
又

「或
相
と
し
て
依
他
起

性
に
於

て
遍
計
さ
れ
た
も
の
」
と
言
う
の
は
前
に
述
べ
た
展
転
相
の
上

に
於
て
、
能
取
が
所
取
を
取
る
と
い
う
位
態
に
静
止
せ
し
め
る
。
そ
の

意
味
で
固
定
化
せ
ら
れ
る
時
そ
の
ま
ま
遍
計
所
執
性
な
の
で
あ
る
。
顕

現
は
世
親
釈
に
言
う
よ
う
に
吾
々
に
よ
つ
て
何
ら
か
見
聞
覚
知
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
と
言
う
の
は
、
能
取
が
所
取
を
縁
ず
る
事
な
く
し
て
、
所

取
能
取

の
顕
現
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
顕
現
な
る
語
が

単
に
認
識
論
的
に
見
ら
れ
、
聞
か
れ
、
知
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
、
世
親

釈
の

「顕
現
と
は
義
と
し
て
縁
ぜ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
定
義

を
文
字
面
だ
け
で
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
実
は
顕
現
自
体
が
世
親

に
よ

つ
て
識
転
変
の
語
に
て
包
含
せ
ら
れ
る
、
如
上
の
展
転
相
の
上
に

於
て
は
じ
め
て
認
識
論
的
意
味
を
持
つ
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

つ
ま

り
種
子
な
る
阿
頼
耶
識
よ
り
諸
法
が
生
ず
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
見
聞

覚
知
さ
れ
る
事
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
り
、
見
聞
覚
知
さ
れ
る
こ

と
は

「或
相
と
し
て
遍
計
さ
れ
る
」
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
凡

夫

に
と

つ
て
は
依
他
縁
起
の
世
界
が
そ
の
ま
ま
遍
計
所
執
性
の
世
界
に

外
な
ら

な
い
。
依
他
起
性
と
し
て
縁
起
有
で
あ
る
も
の
が
、
そ
の
ま
ま

依
他
起
性
と
し
て
縁
起
有
で
あ
る
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
遍
計
所
執
性
と

し
て
遍
計
さ
れ
る
如
く
に
は
有
で
は
な
く
無

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
依

他
起
性
の
有
-
識

有
、
遍
計
所
執
性
の
無
-
境

無
と
い
う
の
で
あ

る
。
か
く
て
先
の

「入
所
知
相
分
」
の
唯
識
性
に
よ
つ
て
依
他
起
性
に

悟
入
す
る
と
い
う
の
は
大
乗
教
を
聞
い
て
、
す
べ
て
義
は
唯
遍
計
な
り

と
遍
計
所
執
性
に
悟
入
し
-
境

無
に
悟
入
し
、
更
に
遍
計
の
無
こ
そ

そ
の
ま
ま

「識
の
有
」
即
ち
依
他
起
性

の
有

に
外
な
ら
な
い
か
ら
唯
識

性
に
よ

つ
て
依
他
起
性
に
悟
入
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
最
後
に
円
成

実
性

へ
の
悟
入
は

「唯
識
の
想
を
も
ま
た
離
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
悟
入

す
る
」
と
い
う
。
唯
識
の
想
を
離
れ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
ま
で
の
唯

識
が
思
惟

の
対
象
と
な
つ
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
そ
れ
を
も
離

れ
る
と
は
円
成
実
性
に
悟
入
す
る
時
能
所
対
立
の
分
別
が
破
ら
れ
、
諸

法
は
唯
識
で
あ
る
と
の
分
別
さ
え
も
起
ら
な
く
な
り
、
所
縁

・
能
縁
平

等
の
無
分
別
智
に
住
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
我
々
は

「摂
大
乗
論
」
入
所
知
相
分
及
び

「大
乗
荘
厳
経
論
」

の

「意
言
」
に
関
す
る
所
述
を
殆
ん
ど
引
用
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

此
等
の
諸
文
に
よ

つ
て
知
り
得
る
こ
と
は
唯
識
無
境
と
い
い
、
識
、を
基

底
と
し
て
の
展
転
相
、
或
は
虚
妄
分
別
と
い
う
も
、唯
識
の
教
を
聞
い
て

成
立
す
る
聞
慧

の
内
容
と
し
て
思
惟

の
対
象

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
思
惟
は
大
乗
の
教
に
随
順
す
る
も
の
と
し
て
無
顛
倒
で
あ
り
、
随

つ

唯
識
修
道
に
於

け
る
意
言
と
無
分
別
智
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て
無
漏
で
あ
る
。
か
か
る
思
惟
を
如
理
作
意

(
y
o
n
i
c
o
-
m
a
n
a
s
i
k
a
r
a
)

と
い
う
。
し
か
し
無
倒
で
あ
り
無
漏
で
あ
る
と
言
う
意
味
で
は
単
に
主

客
対
立
の
立
場
で
は
な
い
が
、
阿
頼
耶
識
を
基
底
と
す
る
展
転
の
世
界

を
出

て
は
い
な
い
。
そ
の
意
味
に
於

て
虚
妄
分
別
の
世
界
で
あ
る
。
大

乗
法
を
聞
い
た
人
、
唯
識
の
教
を
聞
い
た
人
は
自
己
の
立
場

の
虚
妄
な

る
を
知
り
、
阿
頼
耶
識
を
基
底
と
す
る
展
転
相
と
し
て
の
唯
識
無
境
を

知
ら

さ
れ
て
も
、
ま
だ
唯
識
無
境
が
体
験
と
は
な
つ
て
い
な
い
。
そ
の

人
に
と
つ
て
世
界
は
唯
識
で
も
な
く
随

つ
て
無
境
で
も
な
い
。
そ
の
意

味
に
於
て
概
念
と
し
て
把
握
す
る
事
も
出
来
な
い
が
、
然
し
心
の
奥
深

い
処

か
ら
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
味
わ
い
を
お
ぼ
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は

唯
識

と
い
う
こ
と
が
何
ら
か
そ
の
人
の
思
惟
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。聞
慧
が
思
慧
と
な
り
、
修
慧
と
深
ま
り
ゆ
く
の
は
そ
の
味
わ

い
の
深
ま
り
ゆ
き
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち
意
言
の
内
容
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
意
言
は
内
容
的
に
は
無
顛
倒
に
し
て
、
無
漏
で
あ
る

が
、
然
し
分
別

の
範
囲
に
止
ま
る
。
そ
こ
で
意
言
と
は
分
別
な
り
と
言

わ
れ
、
意
言
分
別
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
註
〕

(1
)
 
拙稿
『「
摂
大
乗
論
」
に
お
け
る
唯
識
義
と
三
性
説
の
関
係
に
関
す
る

一

考
察
』
仏
教
学
研
究
第
十
八
・
十
九
号

(
2
)
 
佐
々
木
月
樵
本

「
摂
大
乗
論
」
五
三
頁

(
3
)
(
1
)

に
同
じ

(
4
)
 
同八
三
頁
参
照

四

「摂
大
乗
論
」
入
因
果
分
に
諸
波
羅
蜜

の
差
別
を
述

べ
る
中
般
若
波

(1)

羅
蜜

の
三
品
と
し
て

無
分
別
加
行
慧
、
無
分
別
慧
、
無
分
別

後
得
慧
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
の
三
種
の
般
若
波
羅
蜜
は

「増
上
慧
学
分
」
に
於
て

夫

々
加
行
無
分
別
智
、
根
本
無
分
別
智
、
後
得
無
分
別
智
の
三
種
の
無

分
別
智
と
し
て
極
め
て
詳
細
な
論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
は
じ
め

に
増
上
慧
は
無
分
別
智
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
世
親
釈
は
三
種
の
無
分

別
智
を

説
明
し
て

第

一
の
加
行
無
分
別
智
は

尋
思
慧
で
智
の
因
で
あ

り
、
悟
求
慧
と
も
言
わ
れ
る
。第
二
の
根
本
無
分
別
智
は
智
の
当
体
で
、

正
謹
慧
、

内
謹
慧
と
も
言
い
、

第
三
の

後
得
無
分
別
智
は

智
の
果
で

起
用
慧
、
摂
持
慧
を
言
う
。
三
種
無
分
別
智
の
関
係
を
述

べ
て
、
智
の

当
体
で
あ
る
第
二
根
本
無
分
別
智
に
つ
い
て
、
自
性
、
所
依
等
の
諸
義

に
つ
い
て
詳
細
な
論
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
自
性
に
つ
い

て
、
無
分
別
智
は
五
種
の
行
相
を
離
れ
る
を
自
性
と
な
し
、
所
謂
五
種

の
相
と
は
第

一
に
「無
作
意
を
離
れ
る
」無
作
意
を
離
れ
る
と
は
何
ら
か

作
意
な
る
事
を
要
す
る
。
も
し
単
に
無
分

別
智
が
無
作
意
で
あ
る
な
ら
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ば
、
睡
酔
悶
等
の
無
意
識
の
状
態
の
時
は
無
分
別
智
に
な
る
で
あ
ろ
う

か
ら
、
何
ら
か
作
意
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。

第
二
に
有
尋
有
伺
地

(
s
a
v
i
t
a
r
k
a
s
a
v
i
c
a
r
a
b
h
u
m
i
)
を

過
ぎ
た
る
を

離
れ
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
所
謂
尋
伺
と
は
覚
観
で
あ
る
か
ら
、
も

し
覚
観
を
離
れ
る
こ
と
が
無
分
別
智
で
あ
る
な
ら
ば
、
第

二
禅
天
以
上

は
無
分
別
智
と
な

つ
て
、
そ
う
な
れ
ば
世
間
に
於

て
無
分
別
智
を
得
る

こ
と
に
な
る
。
第
三
に
想
受
滅
寂
静

(
s
a
m
j
n
a
v
e
d
i
t
a
n
i
r
o
a
c
a
-

n
t
i
)
を離
れ
る
と
い
う
。
想
受
滅
寂
静
と
は
心
心
法
の
転
ぜ
ざ
る
こ
と

を
言
う
。
若
し
心
心
法
が
転
ぜ
ざ
る
も
の
が
無
分
別
智
で
あ
る
な
ら
ば

滅
心
定
等
に
入
れ
ば
無
分
別
智
を
得
る
こ
と
に
な
る
が
、
心
心
法
の
な

い
処
に
ど
う
し
て
智
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
か
、
だ
か
ら
想
受
滅
寂

静
は
無
分
別
智
で
は
な
い
。
第
四
に
色
の
自
性
を
離
れ
る
、
無
分
別
と

い
う
か
ら
色
の
自
性
の
如
く
無
機
物
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

無
分
別
智
も
そ
の
よ
う
な
も
の
と
な

つ
て
智
と
は
な
ら
な
い
。
第

五
に

真
実
義

を
分
別
す
る
を
離
れ
る
。
真
実
義
を
絵
が
く
者
そ
れ
が
無
分
別

智
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
真
実
義
で
あ
る
と
分
別
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
こ
そ
分
別
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
五
相
を
離
れ
る

こ
と
に
よ

つ
て
説
か
れ
る
無
分
別
智
の
自
性
は
無
分
別
と
い
い
つ
つ
何

ら
か
心
心
法
の
働
き
が
あ
り
、
作
意
を
な
す
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
で
は
無
分
別
智
は
如
何
な
る
働
き
を
な
す
の
か
。

第
三
に
そ
の
因
縁

(
g
s
i
)
を
明
し
て

「
聞
重
州習
な
る
有
言
の
如
理
作

意
で
あ
る
」
と
、
世
親
釈
に

「蕪
習
所
生

の
も
の
が
意
言
作
意
で
あ

つ

て
、
こ
れ
が
如
理
作
意
で
あ
る
」
と
釈
し
、
無
分
別
智
が
聞
重
州習
、
意

言
、

如
理
作
意
よ
り

生
ず
る
こ
と
を
示
し
、

第
四
に
所
縁
を
明
し
て

「諸
菩
薩

の
無
分
別
智
の
所
縁
は
不
可
言
な
る
法
性

(
a
n
a
b
h
p
y
-

a
d
h
a
r
m
a
t
a
)
で

あ

つ
て
、
そ
れ
は
ま
た
無
我
な
る
真
如
で
あ
る
」
世

親
釈
に
よ
れ
ば
無
我
と
は
人
法
二
無
我
で
あ
り
、
遍
計
所
執
性

の
無
我

で
あ
る
。

つ
ま
り
遍
計
さ
れ
る
如
き
我
性
な
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が

そ
の
ま
ま
真
如
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
の
み
を
見
れ
ば
依
他
起
性
が
真

如
で
あ
り
無
分
別
智
の
対
境
で
あ
る
こ
と

に
な
る
が
、
し
か
し
こ
の
場

合
真
如
は
直
に
依
他
起
性
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。「
摂
大
乗
論
」
の

三
性
説
は
二
分
依
他
と
い
わ
れ
る
。
遍
計
的

に
実
我
を
執
ず
る
の
は
依

他
即
遍
計
の
世
界
で
あ
り
、
世
親
釈
に
遍
計
所
執
性
の
無
我
が
真
如
で

あ
る
と
い
う

の
は
依
他
即
円
成
の
世
界

へ
の
転
換
を
内
容
と
し
て
持

つ

て
い
て
、
つ
ま
り
転
依
せ
ら
れ
た
依
他
で
あ
る
と
云
い
得
よ
う
。
と
も

あ
れ
無
分
別
智
の
対
境
は
か
か
る
真
如
で
あ
る
。

更
に
第
六
に
行
相

(
a
k
a
r
a
)
に
つ
い
て

「菩
薩
の
無
分
別
智
の
行

相
は
所
知
所
縁
の
性
に
対
し
て
無
相
な
る
も

の
で
あ
る
」
と
偶
説
し
、

唯
識
修
道

に
於
け
る
意
言
と
無
分
別
智
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世
親

は
そ
れ
に
釈
し
て

「
こ
の
聖
智
は
真
如
に
於
て
平
等
に
よ

つ
て
平

等
を
生
じ
、
無
相
無
異
の
行
相
で
あ

つ
て
、
こ
れ
が
行
相
で
あ
る
-

中
略
-
此

処
に
於
て
聖
智
は
真
如
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ

が
行
相
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
等

の

「増
上
慧
学
分
」
の
所
説
就
中
第
五
所
縁
、
第
六
行
相
に

見
る
処
で
は
無
分
別
智
は
真
如
を
所
縁
と
す
る
が
、
然
し
そ
こ
で
は
所

縁
と
能
縁
と
全
く
平
等
で
あ
り
、
智
と
真
如
は
異
な
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
か
ら
全
く
今
ま
で
の
能
所
対
立
の
分
別
は
破
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
意
味
に
於
て
無
分
別
な
の
で
あ
る
。
無
分
別
智
は
第

一
自
性
の
離
五

種
相

で
言
う
が
如
く
、
働
か
ざ
る
智
で
は
な
い
。
先
の
意
言
に
於
て
分

別
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
唯
識
無
境
が
、。
無
分
別
智
に
於
て
は
唯
識
無

境
も
、
三
性
も
、
大
乗
の
教
法
も
思
惟
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
主
体

的
に
も
客
体
的
に
も
実
在
的
現
実
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
境
智
平
等
平

等

の
無
分
別
智
が
あ
る
。
然
し
以
上
の
無
分
別
智
の
論
究
は
根
本
無
分

別
智

に
つ
い
て
で
あ

つ
て
、
こ
の
よ
う
な
根
本
無
分
別
智
を
得
る
こ
と

は
意
言
に
よ
る
。

そ
れ
で
は
根
本
無
分
別
智
と
加
行
無
分
別
智
、
更
に
加
行
無
分
別
智

と
意
言
と
の
関
係
は
如
何
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「増
上
慧
学
分
」
に
讐
喩
的
に
極
め
て
巧
み
に
、

根
本
、
加
行
の
関
係
を
偶
説
し
て
い
る
。
第
一
の
輸
は
唖
人
(
e
d
a
m
u
k
a
)

が
義
を

享
受
せ
ん
と
欲
す
る
が
如
く
、

説
く

能
わ
ざ
る
が

加
行
無
分

別
智
、
唖
人
が
義
を
享
受
す
る
が
説
く
能
わ
ざ
る
を
根
本
無
分
別
智
、非

唖
入
が
義
を
享
受
す
る
が
如
く
に
説
く
こ
と
の
出
来
る
の
が
後
得
無
分

別
智
で
あ
る
。
第
二
の
愉
は
愚
人

(
m
u
d
h
a
)
が
義
を
享
受
せ
ん
と
求

む
る
が
如
く
、
愚
人
が
義
を
正
に
享
受
す
る
が
如
く
、
又
非
愚
人
が
義

を
享
受
せ
る
が
如
し
と
、
三
智
を
次
第
に
喩
説
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ

は
唖
人

(無
言
説
)
、愚
人

(無
分
別
)
を
加
行
、
根
本
二
智
に
、
非
唖

人

(有
言
説
)
非

愚
人

(
有
分
別
)
を

後
得
無
分
別
智
に
当
て
て
い

る
。
第
三
の
讐
喩
は
前
五
識
に
よ

つ
て
義
を
受
け
ん
と
求
む
る
が
第

一

智
、前
五
識
に
よ

つ
て
義
を
受
け
る
の
が
第

二
智
、
こ
れ
は
前
五
識
は
現

量
の
み
で
比
量
は
な
い
か
ら
無
分
別
で
あ
り
、
意
識
が
義
を
享
受
す
る

は
有
分
別
で
第
三
智
に
讐
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
第
二
の
愉
と
併
せ
考
え

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
四
の
喩
は
未
だ
論
を
解
せ
ざ
る
も
の
が
論
を

知
ら
ん
と
求
む
る
が

第

一
智
、

論
の
法
と
義
と
を

正
受
す
る
が

第
二

智
、
論
を
解
せ
る
も
の
が
法
と
義
を
享
受
す
る
が
如
き
が
第
三
智
で
あ

(
2
)

る
と
言
う
。
真
諦
訳
世
親
釈
は
こ
の
三

つ
を

順
次
に
夫
々
未
解
、

已

解
、
解
究
寛
で
あ
る
と
い
い
、
そ
れ
を
三
智
に
配
当
し
て
い
る
。

こ
れ
等
の
讐
喩
が
示
す
ご
と
く
根
本
無

分
別
智
は
根
本
的
な
宗
教
体
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根
験
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
言
葉
を
離
れ
、
文
字
に
表
わ
し
得
な
い
も

の
で

あ
る
。

そ
れ
が
後
得
無
分
別
智
と
し
て
言
葉
を
通
し
て
表
現
さ
れ
る
時

そ
れ
は

一
層
完
全
し

究
寛
す
る
、

そ
の
深
ま
り
ゆ
き
を

示
す
の
が
第

二
、
第

三
智
で
あ
る
が
、
第

一
の
加
行
無
分
別
智
は
未
だ
そ
の
体
験
に

至
ら
ざ

る
も
の
と
し
て
厳
密
に
は
無
分
別
智
で
は
な
い
。

加
行
無
分
別
智
に
つ
い
て
は
今
の
三
智
差
別
の
喩
説
の
直
前
の
世
親

釈
に
こ
れ
が
無
分
別
智
な
る
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

「加
行
無
分
別
智
は
菩
薩
が
初
め
に
他
よ
り
無
分
別
の
理
を
聞
き
、
次

に
未
だ

そ
の
理
を
自
ら
は
体
験
し
な
い
が
、
そ
れ
に
対
し
て
勝
解
を
生

じ
そ
の
勝
解
を
依
止
と
し
て
無
分
別
智
を
得
る
。

こ
れ
を
加
行
無
分
別

と
い
い
、
無
分
別
智
の
生
ず
る
因
で
あ
る
か
ら
無
分
別
の
名
を
得
る
の

で
あ
る
」
(蔵
訳
及
玄
婁
訳
に
よ
る
取
意
)
と
加
行
無
分
別
智
は
あ
く
ま

で
無
分
別
智
の
生
因
と
七
て
無
分
別
の
名
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
自
体
無

分
別
で
は
な
く
、
先
の
四
位
中
勝
解
行
位
に
も
相
当
す
る
よ
う
で
あ
る

内
容

的
に
は
聞
-
如

理
作
意
-
意

言
に
外
な
ら
な
い
。

唯
識
修
道
に
於
て
虚
妄
分
別
よ
り
無
分
別
智

へ
の
転
換
は
、
聞
重
州習

と
そ
の
修
習
に
よ

つ
て
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
転
換
を
な
さ
し
め
る
主
体

的
心
的
推
移
を
果
に
対
す
る
因
と
し
て
、

つ
ま
り
無
分
別
智

の
因
と
し

て
加
行
無
分
別
智
と
言
わ
れ
る
に
対
し
て
、

一
方
そ
れ
は
虚
妄
分
別
を

対
治
し
ゆ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
尚
分
別
の
範
囲
に
止
ま
る
こ

と

に
於

て

意

言

と
言

わ

れ

、

意
言

分

別

と
言

わ
れ

る

と
言

い
得

よ
う

。

〔
註
〕

(1
)
 
佐
々
木
月
樵
本

「
摂
大
乗
論

」
六
九
頁

(
2
)
 
大
正

三

一
、

二
四
二
。

-
昭

和
三
十
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
-

唯

識
修
道

に
於
け
る
意
言
と
無
分
別
智
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